
『
十
念
羅
拝
易
往
集
』
マ
』
藤
原
兼
實
の
儒
御
に
饗
す
ろ
疑
問

大
　
屋

徳
　
　
城

　
蒔
米
無
難
の
日
記
た
る
「
玉
葉
」
に
は
其
の
信
仰
に
關
す

る
多
く
の
記
事
が
見
え
る
。
而
し
て
公
は
法
然
上
人
の
鰭

依
年
こ
し
て
、
一
向
專
修
の
行
者
こ
し
て
聞
え
て
を
る
が

果
し
て
単
極
に
確
定
的
に
観
ら
る
可
き
も
の
で
あ
ら
う
か

凡
そ
貴
族
の
信
仰
こ
い
ふ
も
の
は
、
内
容
が
複
雑
で
、
包

容
的
な
も
の
が
多
い
。
詣
れ
は
一
に
は
其
の
地
位
の
然
ら

し
む
る
こ
こ
ろ
で
、
其
の
時
代
の
高
俗
名
儒
が
常
に
其
の

門
に
霞
入
す
る
事
か
ら
し
て
、
包
容
的
で
あ
り
、
朝
に
念

佛
を
唱
へ
、
夕
に
所
蔵
を
修
μ
す
る
こ
い
ふ
有
無
…
で
あ
る
。

鍮
實
の
日
記
を
蓮
覧
し
て
み
て
も
、
亦
同
唄
の
事
象
に
接

す
る
。
楚
實
は
嶽
關
の
高
位
に
あ
り
、
奪
卑
分
賑
に
依
れ

ば
、
．
其
の
同
胞
に
は
窯
信
、
信
圓
（
共
に
法
務
大
俗
正
典

瀟
寺
別
當
）
慈
圓
（
天
台
座
主
）
早
耳
（
同
、
三
井
長
吏
）
最

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究

『
十
念
極
樂
易
盆
集
』
定
藤
原
兼
賢
の
信
仰
に
關
す
る
疑
問

忠
（
山
、
法
印
灌
大
儒
都
）
訂
正
（
山
、
権
信
正
）
の
如
き
南

都
北
…
嶺
の
位
地
高
き
俗
侶
が
あ
り
、
其
の
子
の
中
に
は
、

良
圓
（
大
儒
正
興
脇
寺
別
常
）
良
諒
（
法
性
寺
座
主
）
良
海

（
醍
醐
僧
都
）
良
快
（
法
務
天
台
座
主
）
良
恵
（
來
大
寺
刷
當
）

の
如
き
が
め
り
、
其
の
家
庭
に
出
入
す
る
俗
侶
の
中
に
は

右
の
如
き
貴
信
高
俗
を
始
め
こ
し
て
、
多
く
の
験
者
所
疇

者
の
種
類
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
…
慣
侶
が
あ
っ

だ
や
う
で
あ
る
Q
尤
も
今
残
っ
て
み
る
『
玉
葉
』
は
彼
れ
の

全
世
涯
の
日
誌
で
は
な
い
か
ら
、
断
言
す
る
謬
に
は
い
か

鋤
け
れ
ご
、
『
玉
葉
』
だ
け
で
み
る
だ
、
斯
る
多
く
の
僧
の

中
で
、
常
に
霞
了
し
て
み
る
中
に
佛
欝
欝
入
こ
い
ふ
の
が

時
に
親
し
く
記
さ
れ
て
み
る
一
人
で
あ
る
Q
果
し
て
然
ら

ば
佛
…
鮫
ご
は
・
如
何
な
る
人
で
あ
る
か
ご
い
ふ
に
、
，
其
の
郷
　

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
二
一
　
（
　
二
一
）
　
　
　
。



　
　
　
策
九
稔
　
　
研
　
究

歴
の
詳
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
（
皇
國
名
昌
栄
に
傳
あ
れ
．

ざ
詳
か
な
ら
す
）
併
し
除
渥
親
し
く
禺
入
し
て
居
π
こ
ご

は
『
玉
葉
』
に
依
っ
て
も
霧
せ
ら
れ
る
。
『
玉
葉
』
に
は
幾
十

箇
慮
こ
な
く
佛
嚴
の
記
事
が
み
え
る
が
、
多
く
は
所
濤
又

ば
法
文
閑
談
の
爲
め
で
あ
る
。
今
其
の
記
事
に
依
り
て
霧

す
る
に
、
佛
嚴
は
毒
言
宗
の
人
に
相
蓮
な
い
ご
患
は
れ
る

締
が
あ
る
。

　
承
安
三
年
三
月
沿
日
に
佛
嚴
遜
り
て
、
替
閣
熊
山
の
事

井
に
都
遮
爾
吾
の
事
を
談
じ
、
同
四
年
の
三
月
三
日
に
來

訪
し
て
、
眞
言
宗
の
事
彙
に
諸
宗
磁
性
各
別
等
の
事
を
談

じ
、
治
承
元
年
九
月
九
日
に
は
、
五
蕪
皆
塞
の
旨
を
述
べ

同
三
年
九
月
十
五
日
掛
は
、
弘
法
大
師
筆
の
畳
字
二
腔
を

供
養
し
、
同
四
年
四
月
七
日
に
は
大
師
影
前
に
て
慮
筆
の

心
纒
を
供
養
し
、
叉
心
経
秘
鍵
を
授
け
、
同
五
年
こ
月
廿

五
日
差
は
、
詰
…
ひ
に
依
り
て
、
大
金
剛
輪
甘
言
を
授
け
、

同
閏
二
月
五
日
（
李
清
盛
の
死
し
た
日
）
に
は
、
厄
難
を
彿

は
ん
が
爲
に
、
一
字
金
輪
、
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
、
孔

簡．

¥
念
極
樂
易
往
集
』
オ
藤
原
餓
實
の
信
佃
に
滅
す
ろ
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
銘
　
｝
號
　
　
　
　
二
二
　
（
　
ニ
ニ
）

雀
明
王
、
毘
沙
門
天
を
一
鋪
に
諄
し
旋
需
像
の
供
養
を
し

建
久
三
年
の
正
月
骨
四
口
に
は
、
吉
鮮
天
の
印
翼
言
を
受

け
て
居
る
。
斯
機
な
記
事
を
綜
辛
し
て
考
へ
る
ご
、
印
や

叢
ハ
言
の
傳
授
、
始
部
心
像
の
開
眼
な
ざ
修
し
て
居
る
ご
こ

ろ
か
ら
重
て
密
旨
の
僧
で
あ
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
」
而

し
て
弘
法
大
師
筆
の
哩
字
の
供
養
な
ざ
か
ら
考
へ
る
ご
、

東
密
の
入
ご
思
は
れ
る
。

　
佛
嚴
は
其
の
住
寺
を
持
っ
て
居
た
ビ
見
え
て
、
『
玉
葉
』

の
安
元
二
年
差
月
九
日
の
條
に
、
兼
實
が
亡
父
の
筆
に
成

る
塔
の
額
を
斎
殿
の
許
に
邊
ら
せ
だ
記
事
が
あ
る
。

九
凸
雫
、
門
破
堂
申
壷
金
詣
寺
韮
群
棲
無

　
焼
之
報
、
佛
堂
額
敬
殿
令
書
給
也
、
塔
供
養
來
十
三
日
云
々

安
元
三
年
四
月
十
二
日
の
條
に
は
、
轡
術
の
心
得
が
あ
っ

た
心
志
が
記
さ
れ
て
め
る
。

　
　
　
　
ド

　
十
二
日
即
｝
朝
聞
小
雨
、
佛
臓
聖
人
來
、
余
隔
障
謁
之
、
無
法
．

　
文
事
、
叉
問
風
病
之
療
治
、
寝
覚
男
能
得
醤
術
之
人
也
。

叉
六
月
十
七
日
の
條
に
、
所
勢
を
問
ふ
た
記
事
が
あ
り
、



壽
永
二
年
正
月
廿
九
日
の
條
に
診
察
の
記
事
が
あ
る
。

芙
凸
天
瀬
遠
寺
來
、
令
見
鳶
、
導
者
更
不

　
可
有
別
事
之
由
示
、
懸
盤
々
々
、
偏
佛
紳
之
加
護
也
。

依
り
て
考
ふ
る
に
、
官
僧
で
な
く
民
間
の
験
．
者
の
や
う
な

も
の
で
、
轡
衛
の
心
得
の
あ
っ
た
人
で
あ
ら
う
。
更
に
兼

實
ご
佛
嚴
の
親
交
を
考
へ
る
ゼ
、
承
安
元
年
四
月
十
二
日

に
は
湿
り
て
法
文
を
談
じ
、
佛
含
利
の
眞
偽
を
鑑
定
し
て

居
る
。
而
し
て
兼
實
は
「
農
人
能
見
知
之
言
忌
」
ご
噛
め
て

居
る
。
雲
気
が
含
利
を
儒
造
し
た
時
に
も
、
佛
嚴
に
鑑
定

さ
せ
π
記
事
が
建
久
二
．
年
八
月
三
日
の
條
に
見
え
て
を
る

　
（
上
略
）
今
旦
召
佛
嚴
土
入
令
見
旧
慣
蓋
置
佛
舎
利
、
申
眞
舎
利

　
歎
之
由
、
然
而
依
不
審
召
砥
令
磨
之
、
舎
利
漸
減
、
髪
知
傷
物

　
歎
、
県
令
見
抄
出
悪
留
等
、
大
略
詐
難
物
鰍
云
々
、
請
作
経
論

　
手
躍
有
之
云
々
、
就
中
三
巻
大
口
経
未
聞
名
字
、
所
載
早
事
等

　
醍
醐
寺
邊
知
法
穂
雄
之
挙
々
所
持
之
抄
物
也
、
骨
無
不
審
、
一

　
　
国
事
詐
卑
屈
歎
云
々
、
實
勿
論
字
幕
、
室
諦
之
罪
業
當
無
間
之

　
三
士
鰍
、
可
悲
く
く
、
但
猫
可
尋
眞
儒
事
鰍
、

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究

『
十
念
極
樂
易
口
縄
』
定
藤
原
兼
實
の
信
仰
に
關
す
る
疑
問

之
は
俊
乗
房
重
縫
の
徒
桜
諦
が
含
利
出
現
ご
総
し
て
朝
廷

を
欺
か
う
こ
し
た
時
で
、
余
實
が
品
等
に
其
の
鼠
ハ
儒
を
鑑

定
さ
せ
た
事
は
、
‘
如
何
に
網
羅
を
信
用
し
て
み
だ
か
の
標

準
に
凝
る
も
の
で
あ
る
。
塞
諦
の
詐
僑
が
暴
露
し
た
こ
ご

は
當
時
佛
敢
界
の
大
な
る
出
來
事
で
あ
っ
た
。

　
來
訪
し
て
法
文
を
談
じ
だ
り
、
蘂
實
や
家
族
に
授
戒
し

た
記
事
は
澤
山
あ
る
が
、
二
三
を
逃
げ
る
ご
、
承
安
三
年

九
月
九
日
に
女
房
受
戒
の
事
が
見
え
、
安
元
二
年
蜜
月
二

十
六
日
に
鈴
實
授
戒
　
の
後
に
、
三
合
厄
な
ご
の
事
を
語
り
、

治
承
一
兀
年
九
月
廿
一
日
に
は
、
｛
嫡
者
媚
…
盛
塩
の
爲
に
、
佛
嚴

を
講
う
て
出
家
の
作
法
を
爲
さ
し
め
、
古
諺
管
財
像
を
供

養
し
て
み
る
。
同
三
年
九
月
八
疑
に
は
、
恒
例
念
佛
を
始

め
、
佛
嚴
に
受
戒
し
、
四
年
の
九
月
入
日
も
亦
同
機
で
恒

例
念
佛
の
導
師
に
は
屡
招
い
て
を
る
。
同
五
年
三
月
廿
九

日
に
は
、
夢
想
の
所
の
事
を
談
合
し
、
嘉
永
元
年
六
月
十

四
日
に
は
、
愛
染
繋
念
謙
結
願
の
日
だ
る
に
依
っ
て
兼
實

並
に
女
子
共
に
受
戒
し
，
建
久
五
4
5
斑
入
月
二
野
九
條
堂

　
　
　
　
　
8
　
　
第
　
一
盤
　
　
　
ご
三
　
（
　
二
三
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
．
究

に
於
い
て
受
戴
し
て
居
る
。

　
さ
て
、
佛
嚴
に
間
し
更
に
重
要
な
記
事
は
．
彼
れ
が
法

皇
の
詔
に
依
り
て
『
ナ
念
極
樂
易
往
集
』
六
翁
を
撰
蓮
し
た

こ
ゼ
で
あ
る
。
而
し
て
認
れ
を
蕪
實
に
示
し
た
記
事
が
安

元
二
年
の
十
一
月
三
十
疑
の
條
に
見
え
て
を
る
。

　
（
上
略
）
纏
暴
、
寛
書
替
譲
葉
獄
総
讐
馨

　
也
、
但
清
書
也
、
閥
書
様
右
誤
等
、
余
示
其
慮
、
袈
入
茸
島
影

　
面
談
騰
了
Q

治
…
承
元
年
の
十
月
二
日
に
、
奪
蕉
貫
が
主
日
『
易
往
集
』
を
見

た
漫
事
が
あ
る
。

二
嵌
轟
奮
終
昆
縫
笑
所
書
之
＋
念
簗
易

　
往
集
、
極
洋
ツ
』
筒
口
也
、
件
誰
ロ
纐
W
六
巻
、
依
〃
腕
白
皿
訓
蹴
転
日
贋
撰
焦
公
云

之
で
み
る
ご
、
『
ナ
念
極
樂
易
往
集
』
こ
い
ふ
著
述
は
、
鎌

倉
初
期
の
磁
土
激
の
産
物
ご
し
て
は
看
過
す
可
か
ら
ざ
る

も
の
ε
患
は
れ
る
。
而
し
て
注
然
上
人
の
『
選
繹
集
』
が
兼

實
の
希
望
に
依
り
て
撰
述
せ
ら
れ
把
こ
い
ふ
説
に
劃
し
て

『
十
念
極
樂
易
熊
集
》
㌧
藤
原
蕪
賓
の
信
仰
に
饗
す
ろ
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
箪
　
一
號
　
　
　
　
二
四
　
（
　
二
凶
）

佛
嚴
が
繋
實
の
親
近
し
た
僧
侶
で
あ
っ
た
だ
け
、
其
の
内

容
は
注
昼
せ
ら
る
書
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
然
る

に
婁
の
書
は
今
目
迄
久
し
く
隠
れ
て
琶
に
毘
な
か
っ
た
◎

漸
く
近
年
東
寺
観
智
院
の
調
査
に
依
り
、
金
剛
藏
か
ら
其

の
第
六
懇
ご
思
は
る
、
も
の
を
褒
下
し
た
。
之
れ
に
依
）

て
、
謙
譲
初
期
の
置
土
澱
に
幾
分
の
光
明
を
見
る
こ
ご
が

田
回
る
の
は
、
非
常
な
萱
合
せ
で
あ
る
。

　
今
此
書
を
考
謹
す
る
に
先
ち
湘
兼
實
の
門
に
寓
入
し
π

僑
侶
の
こ
三
に
就
て
．
｝
癒
の
攻
察
を
途
げ
、
饗
し
て
斯

る
多
く
の
入
々
の
中
で
も
，
最
も
久
し
く
忠
人
し
て
、
尤

も
懇
意
で
あ
っ
た
の
は
、
佛
嚴
で
あ
っ
た
装
い
ふ
實
謹
を

暴
げ
、
然
る
後
．
『
十
念
極
樂
易
往
集
』
に
現
れ
た
佛
嚴
の

思
想
を
考
へ
て
み
よ
う
。

『
玉
葉
』
を
仔
細
腿
に
査
べ
た
な
ら
・
、
糧
一
々
の
人
々
が
煎
恥
げ

ら
れ
よ
う
・
が
、
今
大
忌
隅
の
上
か
ら
親
察
し
て
、
繋
…
實
に
接

近
し
た
僑
侶
を
親
察
し
て
み
る
駁
ら
ば
、
佛
嚴
、
實
嚴
、

鶴
野
、
指
斥
、
源
盗
等
を
暴
げ
る
事
が
離
塁
よ
う
。
治
承



五
年
の
閏
二
月
目
獄
の
條
に
、
實
嚴
、
智
詮
、
信
助
、
佛

腸
傾
璽
寸
に
同
心
合
力
蒲
一
念
津
9
可
弔
き
・
凶
目
を
卿
　
＾
平
め
ら
れ
た
記
纂
・

が
あ
る
。
又
同
入
日
に
は
、
不
動
書
像
、
緯
距
隙
羅
尼
の

供
養
を
智
詮
を
導
師
ご
し
て
行
ふ
て
を
る
、
同
五
月
の
十

五
日
に
も
智
詮
を
講
じ
て
北
斗
を
念
議
せ
し
め
て
を
る
。

岡
九
月
の
廿
一
日
に
は
、
實
嚴
ご
佛
巌
に
各
所
薦
を
申
村

け
て
を
る
Q
養
和
二
年
の
五
月
廿
四
構
に
は
實
嚴
に
賂
行

行
法
を
受
け
、
同
二
年
入
月
廿
一
臼
に
は
大
原
本
成
房
湛

籔
が
來
て
数
刻
法
文
を
談
じ
て
葎
る
。
元
暦
二
年
九
月
八

日
に
は
同
人
を
請
う
て
受
戒
し
て
居
る
。
蒙
れ
か
ら
本
成

房
が
度
々
燕
賢
し
て
る
る
が
、
交
治
二
年
三
月
二
鶴
に
は

敷
剋
談
じ
て
露
つ
π
が
、
「
實
無
心
之
聖
人
也
騰
貴
々
々
」

ご
書
い
て
あ
る
。
同
四
月
廿
五
疑
に
は
、
家
族
】
同
受
戒

し
、
「
信
心
隆
起
不
畳
之
涙
数
行
」
で
あ
っ
た
Q
同
入
月
骨

八
日
に
又
家
族
が
受
戒
し
、
同
三
年
三
月
二
臼
の
來
訪
に

は
、
数
刻
法
文
の
事
や
後
世
の
勝
因
等
を
談
じ
た
が
、
「
末

代
難
有
之
上
人
也
可
貴
々
々
」
ご
随
喜
の
涙
を
俘
べ
て
を

　
　
　
策
九
巷
　
　
研
　
究

『
十
念
極
樂
易
往
集
』
亡
藤
原
兼
轡
　
の
信
仰
に
關
す
る
疑
問

る
。
褥
し
て
、
同
四
年
二
月
十
九
日
子
息
内
大
臣
良
蓮
の

碁
聖
に
は
本
成
房
を
招
き
、
其
他
急
使
を
以
て
、
智
詮
、

佛
…
戯
を
招
き
て
を
る
。
」
然
れ
ば
、
湛
籔
、
知
罫
詮
、
佛
嚴
等

は
最
も
露
依
さ
れ
た
人
々
の
中
に
数
ふ
悪
き
は
拒
む
可
か

ら
ざ
る
事
實
で
あ
ら
う
Q

　
翻
て
法
然
房
源
塞
の
事
を
考
へ
て
み
よ
う
。
源
塞
に
就

て
は
、
文
質
五
年
八
月
一
日
の
條
に
、
「
、
今
臼
請
法
然
房
之

聖
人
、
談
法
交
語
及
往
生
業
、
」
導
入
H
に
、
「
法
然
買
入
來
、

授
戒
、
其
後
始
念
佛
己
建
久
元
年
七
月
昔
三
日
置
條
に
「
廿

三
日
乙
亥
午
刻
、
軍
官
法
然
房
源
塞
上
人
受
戒
、
次
始
恒
例

念
佛
」
（
下
略
）
同
二
年
七
月
昔
入
日
の
條
に
、
「
廿
入
目
甲
戊

天
晴
、
早
旦
向
九
院
堂
、
爲
受
遊
底
、
請
源
塞
上
人
受
之
、
」

同
八
月
鷲
一
霞
の
條
に
、
「
於
一
霞
丁
酉
忍
法
三
時
了
今
後
、

講
法
然
茎
短
塞
上
人
受
戒
了
、
入
域
護
戴
法
、
三
余
始
念

佛
、
女
房
始
三
論
也
、
其
法
馬
如
法
経
行
儀
也
、
叉
女
房
一

人
爲
同
行
師
房
同
三
年
八
月
八
日
の
條
に
、
「
八
日
、
早
旦
洗

髪
、
午
刻
講
曇
空
上
人
受
戒
、
即
始
念
佛
、
」
ご
見
え
て
居

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
況
　
（
　
二
五
）



　
　
　
二
九
巷
　
　
研
　
究

ろ
。
勲
實
は
一
生
の
間
毎
年
七
尉
を
期
し
て
念
佛
を
修
す

る
願
が
あ
り
、
恒
例
念
佛
の
遵
師
こ
し
て
講
じ
だ
の
で
あ

る
。
佛
嚴
も
亦
此
の
導
師
ご
爲
り
て
を
る
事
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
¢
九
講
堂
は
其
の
持
尊
堂
で
あ
ら
う
。
次
に
邪

氣
又
は
病
懲
を
嬢
ふ
爲
に
、
勲
實
及
び
其
の
家
族
受
戒
の

記
事
が
あ
る
。
建
久
二
年
九
月
廿
九
日
の
條
に
、
中
宮
二

子
御
魂
に
依
b
て
源
塞
に
受
戒
さ
る
。
妊
子
は
兼
實
の
女

で
あ
る
。

　
（
上
略
）
此
a
講
法
然
黙
黙
入
源
室
、
中
宮
鷲
谷
受
戒
事
、
先
例

　
如
此
土
人
強
ス
ム
滲
貨
所
払
由
有
傾
輩
云
々
、
是
不
乱
案
内
也
、

　
受
戒
者
二
三
不
聯
爾
、
以
傳
受
入
可
爲
師
、
而
近
代
名
三
等
一

　
切
不
知
戒
律
事
、
輝
仁
忠
三
等
之
縛
ま
て
は
名
三
等
三
好
授
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
自
其
似
後
三
無
旧
事
、
近
代
上
端
皆
學
此
道
，
叉
有
効
騰
、
・
伍

　
不
顧
傍
難
所
講
用
也
（
下
略
）

建
久
八
年
三
月
廿
日
に
は
、
適
適
が
病
に
依
り
て
受
戴
し

正
漕
二
年
九
月
十
日
に
は
女
房
の
病
に
依
り
て
＝
皮
な
ら

す
受
戒
し
て
居
る
。

　
余
今
鴇
雲
丹
鋤
、
…
所
一
琳
災
始
γ
、
醤
師
階
成
也
、
今
日
請

摩、

¥
念
極
樂
易
挫
難
燃
定
藤
原
簸
實
の
信
仰
に
關
で
ろ
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
彊
耀
　
一
　
鞭
伽
　
　
　
　
二
轟
ハ
　
（
　
　
富
み
ハ
）

　
　
法
然
房
受
戒
、

　　

B
構
手
倉
殊
黍
嚢
、
伍
請
熱
房
令
授
塞
翼
牌

　
尤
至
貴
・
、
ヒ
叉
渡
邪
氣
之
後
覆
落
居
，
残
圓
新
之
、

　
　
　
に

　
　
一
日
嘔
及
晩
女
房
温
氣
散
爲
悦
、
今
口
猫
受
戒
、
自
今
日

華
動
法
騰
瀦
蕪

　　

ﾓ
雑
費
董
嚢
、
轟
轟
含
猫
難
、

右
に
依
り
て
考
ふ
る
に
、
楚
實
の
源
塞
に
還
す
る
態
度
は

佛
一
嚴
や
湛
籔
に
劉
す
る
態
度
ご
何
等
の
差
墨
ハ
を
叱
過
認
め
ら

れ
な
い
。
檀
例
念
佛
曾
の
導
師
ビ
し
て
は
、
佛
巌
も
講
用

さ
れ
て
を
る
。
受
戒
特
に
病
一
塁
氣
を
治
す
る
方
便
こ
し

て
の
受
戒
の
戒
師
こ
し
て
も
、
佛
鰻
も
本
成
房
湛
籔
も
法

然
房
源
塞
も
一
列
に
請
用
さ
れ
て
る
る
が
、
其
の
理
由
は

三
三
の
自
記
す
る
が
如
く
、
「
有
数
験
」
が
臨
め
で
あ
り
、

「
有
其
験
」
が
爲
め
で
あ
り
、
李
癒
せ
ね
ば
幾
度
も
受
戒
し

て
み
る
。
而
し
て
他
の
所
濤
ご
併
せ
行
ふ
て
何
等
の
矛
盾

を
も
戚
じ
て
居
ら
ぬ
。
ご
こ
に
も
、
雑
行
雑
修
を
嫌
ふ
專

修
念
佛
の
行
者
ら
し
い
こ
こ
ろ
は
無
い
。



　
さ
て
佛
嚴
の
往
生
思
想
の
問
題
で
あ
る
が
、
金
剛
藏
の

『
十
念
極
樂
易
往
集
』
は
懇
第
六
だ
け
の
零
本
で
、
粘
葉
装

を
爲
し
、
左
の
奥
書
が
あ
る

建
仁
三
年
中
春
藩
老
妊
娠
世
業

　
　
砦
披
見
此
文
　
必
生
渋
嚴
國

　
轟
久
・
氷
七
年
六
月
・
†
六
目
堂
日
寅
胃
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
筆
沙
門
良
慶

次
に
延
享
三
年
丙
寅
五
月
七
日
賢
賀
の
修
補
の
記
が
あ
る

料
紙
や
書
風
墨
色
な
ご
か
ら
考
へ
て
み
る
ざ
、
文
永
七
年

良
慶
の
書
寓
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
良
慶
は
如
何
な
る
人

か
未
だ
考
ふ
る
を
得
な
い
。

　
内
容
は
一
門
に
分
別
し
て
述
べ
て
あ
る
コ
回
雪
に
は
書

名
が
あ
b
て
、
都
下
に
「
奉
宣
安
里
臣
民
利
多
」
ご
書
し
、

次〃

s
に
、
「
四
一
期
一
大
要
臨
終
〃
…
門
多
日
密
藏
占
師
可
受
」
ご
あ

る
。
郎
ち
『
十
念
極
樂
易
往
集
』
の
第
六
瑠
で
、
此
の
集
の

第
四
章
ご
か
、
第
四
節
ご
か
に
遡
る
一
文
が
此
の
零
本
で

あ
る
ら
し
く
、
　
一
期
大
要
臨
画
門
の
上
に
あ
る
四
ビ
い
ふ

　
　
　
纂
九
巻
　
　
研
　
究

字
は
夫
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
最
初
に
総
叙
の
文

が
あ
り
て
、
次
に
九
門
の
目
次
を
列
ね
て
あ
る
。
邸
ち
左

の
通
り
で
あ
る
。

　
夫
以
M
期
．
大
要
雀
最
後
用
心
一
、
九
品
往
解
任
臨
終
正
念
酬
、
求
瓢
成

　
佛
暑
〔
當
レ
習
縄
此
心
一
、
出
離
生
死
ロ
バ
此
刹
那
，
好
転
黒
氏
要
義
閏
爲
九
種

　
用
心
一
、
携
蕊
極
悪
之
悪
業
一
望
鴇
九
品
之
蓮
豪
一
、
若
依
”
最
臨
終
軌
儀
、

　
破
戒
俗
尼
必
得
蒐
仕
虚
争
三
悪
男
女
定
生
昌
極
鰍
峯
．
何
況
善
男
叢
口
女
一

　
是
則
眞
雷
秘
怪
鳥
所
レ
致
、
深
信
勿
独
疑
鴨
三

一
可
惜
身
命
用
…
心
門

二
不
惜
身
命
用
心
門

三
針
本
住
所
用
心
門

四
奉
請
本
奪
用
心
門

軍
職
悔
業
障
用
心
門

六
一
我
笠
m
提
心
出
川
心
門
日

七
観
念
撫
樂
用
心
門

八
決
定
愚
生
用
心
門

九
獲
後
追
修
用
心
門

療
病
常
安
嗜
欲
薄
口
往
生
業
晒

命
電
導
付
レ
近
捨
レ
身
更
精
進

串
三
一
界
火
宅
M
入
黒
九
品
浮
刹
一

糞
於
諸
佛
前
願
講
一
韓
法
強

罪
業
之
雲
厚
司
悔
之
風
任

本
四
本
有
吾
回
心
三
三
佛

三
嘆
實
無
レ
外
翁
忌
常
樂
内

貸
迎
佛
何
畠
最
後
念
二
三

若
鷺
冥
路
相
早
放
覇
｝
善
光
［

ご
あ
り
て
、
次
に
各
部
門
に
就
て
述
べ
て
あ
る
Q
酋
に
「
多

依
二
密
藏
…
こ
ご
あ
る
が
如
く
、
眞
言
宗
に
立
つ
る
ご
こ
ろ
の

『
十
念
極
樂
易
往
集
』
定
藤
原
兼
・
實
の
信
仰
に
關
す
る
疑
問

第
一
號

二
七
　
（
　
二
七
）



第
九
墾
　
　
欝
　
究
　
　
門
。
十
念
撞
樂
易
貧
集
語
書
誌
旗
兼
蜜
の
害
獣
に
撮
す
る
疑
問

密
漁
國
土
に
往
生
せ
ん
が
爲
に
、
有
緑
の
佛
を
念
ず
る
念

佛
で
、
目
次
の
下
の
註
輝
風
の
文
句
に
も
、
其
の
意
味
が

顯
は
れ
て
を
る
。
例
（
、
ば
六
の
畿
霧
提
心
用
心
円
の
下
に

本
畳
本
よ
り
吾
に
有
で
、
幸
心
せ
ば
郎
ち
成
燃
せ
ん
ご
あ

h
、
叉
七
の
槻
念
極
器
用
3
5
門
の
下
に
も
、
「
極
樂
は
實
に

外
に
無
し
、
我
往
常
樂
の
内
な
り
」
ど
あ
り
，
入
の
決
定

往
生
用
心
門
の
下
に
も
、
摩
迎
の
佛
は
い
つ
く
よ
り
田
る

最
後
念
の
中
よ
り
來
た
ま
ふ
ご
い
ふ
が
如
き
、
侮
れ
も
唯

心
酌
で
．
唱
名
の
日
記
で
な
く
、
観
念
の
念
佛
を
渤
・
め
て

を
る
こ
ε
は
明
か
で
あ
る
り

　
本
文
に
入
る
ビ
、
第
二
の
不
惜
身
命
用
心
門
に
、
「
若
し

命
期
を
知
ら
ば
一
向
に
薯
提
の
行
を
修
す
濾
し
し
ご
あ
り

生
者
必
滅
の
理
を
説
い
て
、
左
の
掲
で
結
ん
で
あ
る
。

　
　
嚇
切
右
回
法
　
如
夢
幻
泡
影
　
嬬
三
三
如
電
　
癒
作
無
最
観

第
三
の
移
本
弓
庭
用
心
門
に
は
、
命
絡
近
き
に
在
る
を
知

ら
ば
、
本
紙
室
を
起
て
無
瀞
虫
房
に
移
り
、
親
思
を
離
れ
て

三
五
の
知
識
，
を
具
せ
よ
ご
あ
る
。
第
四
の
奉
詰
本
．
奪
用
心

弟
一
穂

二
八
　
（
　
二
八
）

門
に
は
而
立
記
を
引
い
て
、
印
度
の
命
終
の
作
法
を
逃
べ

摩
迎
佛
の
事
を
説
き
、
幡
若
は
毛
色
緯
唐
臼
に
班
へ
て
、

糸
を
、
長
さ
一
・
丈
二
尺
に
経
て
合
て
九
尺
を
得
よ
、
作
法
別

に
在
り
．
已
濃
頂
の
人
の
所
作
な
り
ご
あ
る
。
之
れ
も
密

駿
の
作
法
で
あ
ら
う
。
五
の
繊
悔
業
障
用
心
…
門
は
最
も
密

敷
の
色
彩
が
多
い
。
左
に
引
用
し
よ
う
。

　
範
翻
意
云
、
悪
業
是
大
恥
提
之
障
也
、
久
漸
起
造
必
可
児
悔
、
々

　
　
々
巨
多
、
随
宜
取
回
、
或
捨
衣
物
類
令
講
醜
児
等
、
噺
謂
結
法

　
輪
7
7
目
三
三
罪
佛
眼
金
輪
賢
握
．
曾
Ψ
勝
光
明
彌
陀
減
鐸
爆
一
、
二
単
等
眞

　
言
、
永
繊
維
五
十
三
佛
名
樽
一
法
等
也
、
病
者
當
念
彼
煎
、
雷
躯
鍛
呪
字

　
之
義
滅
罪
之
読
深
信
勿
疑
、
或
依
密
紋
但
論
究
勲
…
，
當
想
或
業

　
從
衆
縁
生
、
総
生
故
有
始
有
本
、
此
能
生
縁
亦
論
評
生
、
展
轄

　
從
糠
、
誰
爲
其
本
如
是
観
察
酵
、
期
旗
本
不
発
射
是
惑
業
之
本

　
惑
業
既
蹄
本
、
不
生
際
、
惑
震
麟
是
太
・
不
生
際
、
本
不
生
際
者

　
郎
法
界
、
三
三
三
道
、
即
是
實
祁
、
不
實
あ
妄
無
有
定
祁
、
是

　
故
旧
三
審
瀦
…
之
中
、
無
有
姦
ム
糟
三
殿
三
相
、
若
三
三
三
障
道
用

　
乎
、
勿
堅
執
妾
右
猫
輪
最
室
滑
下
駆
）

鎗
六
の
狡
菩
提
心
用
心
門
に
は
、
菩
提
心
論
を
引
く
、
宥

願
の
菩
提
心
（
溜
れ
に
利
盆
ご
安
樂
の
二
種
あ
り
）
勝
義
の



菩
提
心
を
説
き
、
勝
義
の
菩
提
心
の
條
に
は
㍉
論
の
一
切

法
無
自
性
の
文
を
引
き
、
九
住
心
職
位
自
性
な
る
所
以
を

説
く
に
「
大
師
云
」
こ
し
て
、
弘
法
大
師
の
言
を
引
用
し
、

｝
切
衆
生
は
本
有
の
薩
唾
な
り
。
煩
悔
の
故
に
総
せ
ら
る

須
ら
く
心
中
に
臼
月
輪
を
翻
す
如
し
ご
て
、
十
種
の
心
月

槻
（
圓
満
、
潔
臼
、
清
漂
、
清
凍
、
明
照
、
猫
・
算
、
中
道

蓮
疾
、
巡
轄
、
普
槻
の
十
槻
）
ご
阿
宇
・
の
十
義
滑
李
等
、

無
謬
、
無
生
死
、
本
不
生
、
無
始
、
無
住
、
無
量
、
無
我

無
爲
、
無
闇
の
十
義
）
を
池
べ
、
絡
に
阿
字
心
月
の
同
異

ご
記
法
を
説
い
て
あ
る
。
其
の
一
節
に

　
三
蹴
糠
十
悪
欝
儒
蔓
茶
気
功
徳
、
四
重
五
逆
轄
隠
喩
伽
密
行
、
　
一

　
喜
六
十
妄
執
不
細
断
引
臼
絶
、
山
臥
四
千
煩
嫡
弗
待
鮒
治
忽
浴

　
三
紙
長
劫
縮
之
牟
念
、
六
度
廣
行
畿
之
一
親
、
煩
幡
生
死
睡
暗

　
今
永
噺
、
菩
提
三
三
畳
月
斯
三
口
、
淺
観
小
行
人
、
不
捨
此
身
韓

　
得
鳥
喰
之
上
品
上
生
、
深
修
大
動
類
、
不
改
三
尺
痩
成
密
閉
之
大

　
明
大
目
、
易
修
飾
子
三
道
既
無
超
斯
行
、
呼
値
難
御
心
法
山
豆
有

　
薗
七
与
》

　
・
う
丘
ロ
「

ご
あ
る
。
全
く
霜
敷
の
往
生
観
で
あ
る
。
さ
れ
ば
第
七
の

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究

『
十
念
極
樂
易
律
集
ヤ
」
藤
原
兼
實
の
信
仰
に
隠
す
ろ
疑
問

槻
念
極
位
用
心
門
に
は
、
顯
激
の
二
身
は
西
方
雑
纂
萬
億

の
卓
立
、
佛
は
彌
陀
賓
飛
比
丘
の
謹
果
で
あ
る
が
、
密
教

に
云
ふ
十
方
の
極
樂
は
皆
一
佛
の
土
、
｝
切
如
來
は
皆
一

舟
の
身
で
あ
る
。
娑
婆
即
極
樂
、
大
日
を
離
れ
て
豊
彌
陀

あ
ら
ん
や
、
密
巌
和
離
れ
て
豊
西
方
浮
土
あ
ら
ん
や
こ
て

密
蔵
一
流
の
翻
身
成
綿
を
説
い
て
あ
る
。

　
密
巌
浮
土
大
日
勢
位
、
極
北
世
界
彌
陀
心
地
、
彌
陀
者
大
日
之

　
智
用
、
大
口
者
彌
陀
理
膿
、
密
嚴
者
極
樂
之
惣
艦
、
極
飾
者
密

　
嚴
測
徳
、
最
上
妙
樂
密
嚴
集
之
、
極
樂
之
稔
彌
陀
起
是
、
然
極

　
三
三
庭
、
遍
於
十
方
、
糊
念
灘
房
三
三
異
虚
哉
、
如
此
三
時
、

　
不
超
娑
婆
謡
言
極
樂
、
我
身
入
彌
陀
、
国
替
彌
陀
郎
成
大
臼
、

　
吾
心
出
大
口
、
是
師
身
調
達
之
達
観
突
○

第
入
の
決
定
往
生
用
心
門
に
は
臨
絡
の
行
儀
を
説
い
て
あ

る
が
、
或
は
木
貧
の
印
を
結
び
、
眞
言
念
佛
僻
る
勿
れ
こ

い
ひ
、
知
識
も
亦
細
聲
に
念
佛
ヌ
は
本
．
隙
の
眞
言
を
唱
へ

よ
、
魔
障
を
除
か
ん
が
爲
に
、
不
働
尊
を
念
じ
、
慈
救
兇

を
満
…
せ
こ
い
ふ
な
ざ
全
く
鼠
ハ
言
宗
の
作
法
で
あ
る
。
第
九

の
没
後
追
修
用
心
門
に
は
、
堕
地
獄
の
十
五
相
を
説
き
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
九
　
（
　
二
九
）

’



　
　
　
纂
九
巷
　
　
研
　
究

若
し
一
縮
を
も
現
せ
ば
、
其
の
苦
を
濟
は
ん
が
爲
に
、
佛

眼
、
金
輪
、
正
野
習
、
地
藏
等
の
法
を
修
せ
よ
ご
説
き
、

次
に
堕
鬼
の
八
相
、
匿
畜
生
の
五
宮
、
並
に
其
の
追
修
法

を
述
べ
て
あ
る
。
以
上
詳
述
し
た
や
う
に
、
此
書
は
全
く

翼
言
宗
の
敷
理
ご
作
法
に
糠
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
寸
毫

の
疑
ひ
を
容
れ
澱
。

　
さ
て
此
に
考
ふ
響
き
は
此
の
書
が
佛
嚴
の
『
十
念
極
樂

易
往
集
』
の
第
六
で
め
ら
う
が
。
『
玉
葉
』
に
一
景
が
兼
實

に
斯
書
を
示
し
た
の
は
、
安
元
二
年
十
一
月
三
十
口
で
あ

っ
て
，
而
も
「
但
清
書
也
」
ご
か
い
て
あ
る
か
ら
、
此
時
既

に
出
來
上
っ
て
居
た
筈
で
あ
る
。
而
し
て
佛
嚴
の
寂
年
が

分
ら
鍛
か
ら
論
断
に
苦
し
む
が
、
奥
書
に
あ
る
建
仁
三
年

三
月
五
日
に
書
か
れ
た
の
は
、
他
人
が
傳
寓
し
た
ε
考
へ

て
も
、
懸
れ
か
ら
廿
七
年
後
で
、
『
玉
葉
』
に
は
建
久
五
年

閏
入
月
二
日
に
、
九
條
堂
で
兼
實
は
佛
鰻
に
受
戒
し
て
み

る
記
事
が
あ
る
。
（
誉
れ
が
恐
ら
く
最
絡
の
記
事
で
あ
ら

う
）
建
久
五
年
か
ら
は
建
仁
三
年
ぱ
九
年
目
で
あ
る
の
で

即、

¥
念
極
樂
易
往
集
》
・
藤
膿
漏
貧
の
量
減
に
籍
す
る
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
三
〇
　
（
　
三
〇
）

斯
書
の
始
め
て
寓
さ
れ
た
の
は
佛
餓
の
在
世
中
か
も
分
ら

澱
。
果
し
て
然
ら
ば
書
名
こ
い
ひ
、
年
代
こ
い
ひ
、
斯
書

を
佛
嚴
の
作
こ
し
て
も
少
し
の
不
都
合
も
な
い
課
で
あ

る
。
而
し
て
面
罵
塞
の
在
世
時
代
で
あ
る
こ
ご
も
興
味
あ

る
こ
ご
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
さ
て
残
さ
れ
た
る
問
題
は
藤
原
蕪
實
の
信
仰
の
内
容
で

あ
る
。
『
玉
葉
し
「
で
槻
る
ご
、
兼
實
の
法
然
心
入
に
於
け
る

も
、
佛
嚴
に
於
け
る
も
、
何
等
差
異
の
認
む
べ
き
も
の
な

く
、
何
れ
も
受
戒
又
は
所
薦
の
爲
め
で
あ
る
Q
受
戒
も
所

濤
ε
同
…
榛
な
意
昧
で
、
邪
氣
や
病
氣
を
擾
ふ
が
爲
め
で
あ

る
こ
ご
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
兼
實
の
信
仰
は
『
玉
葉
』

に
多
く
見
え
て
を
る
が
、
格
別
一
向
專
修
の
行
者
こ
も
見

え
澱
Q
爆
発
貴
族
に
あ
り
が
ち
の
信
仰
で
あ
る
。
殊
に
非

常
に
親
密
な
關
係
を
以
て
源
塞
以
上
に
接
近
し
た
佛
嚴
の

往
生
思
想
が
斯
く
の
如
き
密
激
風
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
す

れ
ば
、
鍮
實
の
浄
土
信
仰
も
選
繹
本
願
の
一
途
に
蹄
向
し

て
、
難
行
雑
修
を
斥
け
た
も
の
で
め
つ
だ
か
は
十
分
に
疑



問
の
無
地
が
あ
る
。
漕
殊
に
交
治
四
年
二
月
十
九
日
子
息
内

大
臣
良
通
麗
去
の
際
に
於
け
る
彼
れ
の
態
度
の
如
き
は
二

葉
の
疑
ひ
を
深
か
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

　
（
上
略
）
亥
刻
大
原
夫
躰
賊
房
來
、
伽
余
謁
之
、
此
問
内
府
猴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
げ
き

　
在
晶
女
房
前
↓
及
㍉
＋
亥
肺
我
方
H
云
云
、
及
工
深
更
一
上
人
蹄
了
。
余

　
叉
就
寝
了
、
小
時
内
府
方
女
房
帥
煽
章
走
來
、
告
「
天
臣
殿
縄
入
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
由
利
門
歯
遽
而
行
向
見
“
之
、
身
冷
氣
縄
、
一
塵
藻
レ
潟
、
余
諦
昌
愈

　
脇
臨
偽
幽
書
軸
』
惚
茄
．
鯉
タ
論
叢
撫
瀞
加
肺
逃
卵
如

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
修
並
謙
繹
↓
瀬
物
湾
刃
等
献
”
詰
胤
↓
叉
如
黒
祭
蕨
一
遇
扇
云
霞
一
修
レ
之
、

　
熟
眠
レ
始
二
佛
敬
鰹
嚇
師
大
原
聞
入
來
、
依
レ
在
一
半
邊
一
所
レ
招
也
、

鱗
営
営
舞
釜
依
言
詮
レ
能
町
試
黒
蝿
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
兜
一
汗
レ
傍
、
先
レ
新
訂
レ
召
　
遣
智
謙
阿
閣
梨
↓
依
ゲ
在
轟
九
條
一
三
來
、

　
如
レ
此
間
天
覧
曙
了
、
終
焉
之
艦
非
　
罪
業
人
一
統
、
配
転
端
正
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
弱
臥
レ
之
，
是
善
人
相
云
々
，
佛
嚴
來
云
、
生
鴇
天
上
一
鰍
云
々

而
し
て
、
特
に
其
の
漂
土
往
生
の
信
仰
に
暗
し
て
の
記
事

も
所
々
に
散
見
し
て
を
る
が
、
今
其
の
二
三
の
例
を
爆
げ

る
ビ
、
治
承
四
年
九
月
三
日
置
條
に
、
諸
方
の
源
氏
蜂
起

の
事
・
を
記
し
て
次
に
避
く
Q

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究

『
十
念
極
樂
易
彼
集
』
霊
藤
原
兼
實
の
信
仰
に
覆
す
ろ
疑
問

　
凡
去
年
十
一
月
以
後
天
下
不
静
、
是
則
偏
坦
神
器
欲
鎭
海
内
之

　
問
、
夷
戎
豆
類
不
蛎
其
威
勢
、
動
遡
暴
悪
聾
心
、
將
來
又
不
可

　
鎭
得
事
鰍
、
依
大
鍛
得
聞
家
之
主
、
必
以
仁
恵
服
撹
者
也
、
今

　
則
子
音
狽
、
酊
仁
義
永
慶
、
天
下
之
災
殊
野
駆
可
律
、
不
必
只

　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
以
＋
念
之
功
力
、
生
九
品
之
上
前
、
庶
幾
只
在
寮
南
錨
萎
養
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
主
阿
彌
陀
如
〃
、
莫
談
來
迎
引
馬
誓
、
愚
身
仕
朝
廷
而
幾
年
、
丹
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

　
難
患
就
稜
．
延
延
疲
而
多
口
、
黄
泉
在
旦
暮
、
現
即
慧
春
日
之

　
　
△
　
△
　
　
△
　
△
　
△
　
△
　
△
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

　
明
帥
、
當
罫
仰
西
方
之
教
圭
紳
彿
合
力
、
現
當
成
願
而
巳
、

十
念
の
功
力
に
依
り
上
品
の
往
生
を
期
す
ご
い
ひ
な
が
ら

現
在
は
春
日
の
紳
力
を
頼
み
、
當
來
は
両
方
の
敏
圭
を
愚

み
、
「
憩
佛
合
力
し
て
現
理
趣
断
せ
ん
の
み
」
ご
あ
る
，
之

れ
が
粂
實
の
本
統
の
信
仰
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
往

生
思
想
の
内
容
に
就
て
は
、
治
承
五
年
九
月
十
五
日
の
條

に
、

去
搬
陰
晴
歪
、
含
早
旦
講
三
内
入
受
戒
・
念
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り

　
結
類
之
臼
殊
潔
齋
、
叉
重
可
特
禁
戴
之
一
門
、
三
一
大
願
七
ヶ

　
條
、
誓
願
出
離
雄
死
極
樂
之
遊
具
在
別
、
今
日
念
佛
四
萬
反
、

　
七
箇
日
之
間
、
並
五
十
二
萬
返
也
、

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
三
一
　
（
　
三
一
）



三
九
巷
　
　
　
研
　
究
　
　
孝
明
天
塁
の
聖
謹

ご
見
え
、
念
佛
の
作
法
に
就
て
は
、
治
承
四
年
九
月
入
日

の
條
に八
幽
鷺
佛
蟻
合
二
王
始
動
聾
4
蜷
、
鑑

　
例
厨
作
也
、
難
燐
勢
殊
重
、
此
身
不
可
退
、
磁
狂
早
臥
也
、
凡

　
吟
殿
之
疾
勝
於
先
々
、
内
心
鳳
雛
非
無
奨
恐
、
入
夜
始
所
作
、

　
凝
膝
長
呼
心
、
行
歩
類
不
通
、
左
右
手
健
忘
叉
快
難
動
、
鱒
不

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
能
爾
…
怠
壌
、
只
焚
香
知
年
三
、
絞
聖
入
敦
也
、
二
四
威
儀
之
中

　
行
住
坐
皆
獄
ぶ
可
叶
、
磁
傭
以
鰍
也
、
燈
叉
便
疾
重
、
聖
人
計

　
之
放
砲
、
（
、
卜
略
）

な
ざ
見
え
、
養
恥
二
年
三
月
鷺
臼
本
成
房
に
三
次
を
傳
受

第
一
號

三
二
　
（
　
三
二
）

し
、
法
名
を
眞
理
ε
村
す
る
記
事
の
如
き
も
海
容
に
墾
照

さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
人
或
は
斯
樺
…
な
信
仰
が
其
後
源

塞
に
脈
依
し
て
、
一
向
専
修
に
獲
つ
た
の
で
あ
る
ご
論
ず

る
か
も
知
れ
漁
が
、
法
然
上
人
に
題
す
る
態
度
も
既
蓮
の

如
し
引
す
れ
ば
、
俄
に
首
肯
し
難
い
説
ピ
い
は
ね
ば
な
ら

澱
。
要
す
る
に
、
浄
土
毅
側
に
傳
ふ
る
傳
説
は
今
一
癒
の

吟
昧
を
受
け
ね
ば
な
ら
諏
、
と
は
阻
自
な
る
事
實
で
あ
る
。

　
（
大
正
十
二
年
十
月
二
臼
於
賀
茂
一
坐
十
一
月
十
五
日
修
正
之
）

孝
購
天
皇
の
聖
謹
文
學
士
　
松
　
野

蓮
　
崇

　
　
　
　
一

　
徳
川
氏
は
創
業
以
來
幕
府
の
墓
礎
を
輩
固
に
し
て
其
の

学
事
を
伸
張
せ
ん
が
崇
め
に
所
有
る
手
段
を
講
じ
、
其
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

が
爲
め
に
は
朝
廷
を
も
甚
し
く
線
塵
し
奉
り
檸
る
所
が
無

か
っ
た
の
で
あ
る
Q
彼
の
元
和
元
年
に
制
定
し
た
禁
中
並

公
家
衆
法
度
の
如
き
ば
天
塁
御
H
常
の
御
行
焉
に
ま
で
も


